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●関数 を微分せよ。
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　次の関数を微分せよ。７

　

　 ･

　　

　

　

●次の関数を微分せよ。
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●次の関数を微分せよ。

　 　　　　　　　　　　　 　

　 　

　　 　　　　　　　

　　 　　　　　　　

　　 　　　　　　　

　

　

　　 ･

　　

　次の曲線上の点 における接線の方程式を求めよ。８

　 ， ， 　　　　　　　 　 ， ，

　 とすると　　 　　　 とすると　　

　よって　　　 　　 よって　　　

　したがって，求める接線の方程式は　　　　したがって，求める接線の方程式は

　　　　　　　 　　　　　　　　　 ･

　すなわち　　 　　　　　　　　 すなわち　　

●次の関数を微分せよ。９
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　次の関数の極値を求めよ。10

　

…… …… ……

極小

　　

　 とすると　　 ，

　 の増減表は右のようになる。

　よって， は

　　　極大値はない。

　　　 で極小値 をとる。

　

　 の定義域は である。

…… ……

極大

　　　

･ ･

　 とすると　　

　よって　　

　 の増減表は右のようになる。

　よって， は

　　　 で極大値 をとる。極小値はない。

　 　

　　

　 とすると　　

　 の範囲でこの等式を満たす の値を求める。

　 であるから　　 ，

　よって　　 ，

　 の増減表は次のようになる。

…… …… ……

極小 極大

　よって， は

　　　 で極大値 ， で極小値 をとる。
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